
こうのとり通信
2023

号№113

一般社団法人  兵庫県社会福祉士会Hyogo Association of Certified Social Workers

発行日：2023 年 1月 15 日　　編　集：広報委員会　　http://www.hacsw.or.jp/

新春

皆様、あけましておめでとうございます。本年もよろしくお願いします。
2022年は、皆様にとってどのような 1年だったでしょうか。
本会においては、2022年 6 月に兵庫県から新たに「ヤングケアラー・若者ケアラー相
談窓口」事業を受託し、開設しました。また、11月からはヤングケアラーの家事負担軽
減や福祉などのサービス利用のきっかけづくりを目的に配食サービスも開始しています。
電話だけではなく、LINEでも相談受付を行っているため、ヤングケアラー当事者はもち
ろん、保護者、行政、学校関係者など様々なところから問い合わせ・相談がありました。
子どもが子どもらしく過ごせるために、今年もヤングケアラーの支援に取り組んでまい
ります。
さて、1993年 7 月創設の本会は、今年で30周年の節目を迎えます。皆様のおかげで、
会員数は増加傾向にあり、当初55名で始まった本会は、2022年に初めて1,800名の大台に
達することができました。現在、創設30周年を記念し、記念誌の編纂に取り組んでいます。
本会はこれまでの30年の歩みを振り返りつつ、これからの新しい時代に相応しいソー
シャルワークを展望し、地域共生社会の実現に向けて、重層化している生活課題の解決
のために社会福祉士の専門性を発揮する事業を推進していきたいと思います。
最後に、本年は卯（うさぎ）年です。卯年の方は、もの静かで行儀がよく、上品で繊
細な方で落ち着いた生活を好む傾向があるそうです。対人関係においては、争いごとを
望まない平和主義者とされ、周囲の意見を上手く調停する聞き上手な献身的で尽くすタ
イプの人が多く、年上の人に可愛がられるとされます。一方で、自分のことを誰よりも
一番に大事にし、自分に危険が生じることを避ける傾向があり、保身的な面がみられる
ようです。
また、自分の殻に閉じこもりがちで内向的な面や、精神的に傷つきやすい面があり、
他者と深く付き合うことを避ける傾向がみられますが、天性の愛嬌を生かし、人気を集
めれば、よい成果が得られるとも言われています。
卯（うさぎ）の跳び姿から「飛躍」「向上」を象徴し、縁起のいい年とされています。
本会は30周年の記念の年を卯年で迎えました。新たに飛躍する年として、多くの方に
信頼される会になりますよう一層努力してまいります。皆様お一人おひとりのご活躍を
お祈りしています。

創設30周年を迎え、卯のようにさらなる飛躍を 　会長　岡本　和久
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※　  各研修につきましては、申込人数が少ない場合、中止することがありますので、予めご了承いただきますよう
お願い致します。

■ 自然災害による中止及びその告知について
　　　研修開始の２時間前に研修開催場所に特別警報が発令された場合は、研修会を中止いたします。また、特別
警報の発令に関わらず、台風接近や自然災害の状況をみて、研修会をやむを得ず中止する場合がありますので
ご了承ください。

　　　基準等は、本会ホームページをご参照ください。　http://www.hacsw.or.jp/　

　　　研修開催の中止が決定した場合は、研修開始 2時間前に本会ホームページ、または本会ホームページ下部に
ある Facebook に掲載します。掲載がなければ開催するものとご理解ください。

個別連絡は致しませんので、予めご了承いただきますようお願いいたします。
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報告

報告

　「地域共生社会に向けた包括的支援体制」とそれを具体的に推進する「重層的支援体制整備事業
の概要と実際」についての研修会を開催しました。
　伊丹市の取り組みとして、行政からは「伊丹市の重層的支援体制整備事業の取り組みについて
～共生福祉社会の実現を目指して～」をテーマに、社協からは「地域の福祉力を高め、みんなが
主役の、みんなが考え、支えあえるまちづくりを目指して」をテーマにそれぞれ講演いただきま
した。それらの話を踏まえ、住民流の真価を発揮するための専門職との協働などについて事例を
交えて木原氏に講演いただきました。住民主体とはどういうものか、生活者の視点とは何かなど、
多くのヒントをいただきました。
　本研修には県内外から多くの参加がありました。今回実施したことも踏まえ、今後はワーク
ショップ形式の研修も企画していきたいと思います。

　弁護士会と神戸冬を支える会との協働で年間 2回実施
している「恒例の相談会」です。
　武庫大橋を起点に右岸左岸を南北に分けて 4班で巡回
相談を行いました。近年、河川改修や環境の変化か、ホー
ムレスの方の数が減っています。今回も実際にお会いで
きたのは 4人でした。
　経済格差や貧困はなくなっていませんが、社会情勢の
変化で、貧困の見え方は変わっているのでしょう。この
相談会も、次年度は回数を減らして実施予定ですが、今まで弁護士会の皆さんと培った「顔の見
える関係」を生かして、別の方法で貧困の課題にアプローチをしていきたいと確認しました。

【研修概要・所感等】

【研修・イベント概要】

開 催 日　　2022年 9 月10日　　　　　参加人数　　45名
開催方法　　Zoomによるオンライン研修
講　　師　　丸山　孝興氏（伊丹市健康福祉部共生福祉社会推進担当主幹）
　　　　　　白井　佳之氏（伊丹市社会福祉協議会事務局長）
　　　　　　木原　孝久氏（住民流福祉総合研究所所長）

開 催 日　　2022年11月12日　　参加人数　　16名（社会福祉士会7名、弁護士会8名、冬を支える会1名）
会　　場　　武庫川河川敷（西宮市・尼崎市）

今だからこそ・住民流福祉を考える
～地域共生社会の実現のための参加～

ホームレス支援の方法も再検討か？
武庫川相談会を通じて

報告者：生活困窮者支援委員会　委員長　谷口　智昭

報告者：生活困窮者支援委員会　委員長　谷口　智昭
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報告

開 催 日 Ａ日程（2022年10月 9 日、10日、11日）
  Ｂ日程（2022年11月 9 日、10日、11日）
開催方法 Zoomによるオンライン研修
修了者数 Ａ日程　71名
  Ｂ日程　82名
講　　師 増田真樹子氏（障害者総合相談支援センターにしのみや）
  中山　　猛氏（障害者総合相談支援センターにしのみや）

　医療技術の進歩を背景として、人工呼吸器や胃瘻（ろう）などの使用や、たんの吸引、経管栄
養といった医療的ケアが必要な子どもが増えています。本研修は、医療的ケア児が地域において
必要な支援を受けることができるように、関係機関との連携調整を行うための体制を整備すると
ともに、国の定めるカリキュラムに基づいて コーディネーターを養成するものです。
　また、計画相談支援事業所及び障害児相談支援事業所が「要医療児者支援体制加算」を得るには、
本研修を修了した相談支援専門員を配置する必要があります。
　昨年度よりZoomミーティングを使用しており、 1日目は「医療的ケア児本人の意思決定の難し
さ」「家族の想いをくみ取った支援」「事例をもとにしたアセスメント」など、2日目は「連携支援」
「ロールプレイ」「計画作成」「支援体制整備」など、3日目は「自立支援協議会」「本人中心支援」「スー
パービジョン」などの講義と演習を行いました。
　A日程・B日程ともに研修内容は同じものです。

【研修・イベント概要】

【所感等】

　2022年 6 月に兵庫県にも医療的ケア児支援センターが開設され、医療的ケア児を取り巻く支援
体制も整備されてきています。医療的ケア児への支援に対する関心も高まっているようで、昨年
度本研修修了者105名から今年度153名に大きく増えています。当初予定していた定員は84名であ
り、定員を大きく超えて受付をしています。そのため、当該研修の過年度修了者にファシリテー
ターとして多数協力いただき開催することができました。
　オンラインでは意見交換などが難しいと感じる人も少なくないと思われるものの、受講者アン
ケートに「対面ではない分、いつもより表情が伝わるよう意識する等コミュニケーションの練習
にもなり良い経験だと感じています」と答えてくれた方がいました。
　本研修に限らず、オンライン研修を受講された人は、相手の表情が見えづらい、話しはじめる
タイミングが見極めづらいなど、様々な難しさを感じたことがあるかもしれません。オンライン
だから仕方がないと思うのではなく、この不便な環境さえも“コミュニケーションの練習の場”
と捉え、前向きに取り組もうとする姿勢に感銘を受けました。

令和４年度医療的ケア児等コーディネーター養成研修

報告者：兵庫県社会福祉士会事務局

■■　　44　　■■



認証研修「スーパービジョンⅡ研修」報告

報告 ヤングケアラー当事者の立場から支援を考える

報告者：岡本　和久

報告者：岡本　和久

　本研修は、兵庫県ソーシャルワーク関連 5団体（社会福祉士会、介護福祉士会、精神保健福祉
士協会、介護支援専門員協会、医療ソーシャルワーカー協会）の合同研修として開催しました。
　今年度はオンラインだけではなく、会場でも受講できるようにしました。オンラインでは県外
からも多数の参加があり、ヤングケアラーへの支援について関心の高さがうかがえました。また、
当日欠席された人については、後日視聴できるようにオンデマンド配信の対応も行っています。
　内容については以下の通り。

　スーパービジョンの基礎と人材育成プログラムづくり、事例検
討とスーパービジョンの違いなどについて講義・演習を行いまし
た。既にスーパーバイザーをしている人や、これからスーパーバ
イザーになる人、スーパービジョン受講予定者など全国から参加
があり、熱心に学びあいました。
　最後の振り返りでは、沢山のグループから「具体的なスーパー
バイザー像が明確になり、自分に足りない部分についての気づき
があった」「学んだことをこれからのスーパービジョンに活かし
たい」などの感想が寄せられました。

【研修概要・所感等】

【研修概要・所感等】

開 催 日 2022年11月 5 ～ 6 日　　　　　参加人数　　17名
講　　師 田村満子氏（大阪社会福祉士会）、高野八千代氏（新潟県社会福祉士会）、
  中田雅章氏（岡山県社会福祉士会）
開催方法 オンライン

開 催 日 2022年11月23日　　　参加人数　　60名
開催方法 Zoomによるオンライン及び会場（兵庫県福祉センター）
講　　師 日本ケアラー連盟代表理事　堀越栄子氏
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第 1部　元ヤングケアラー当事者の講義と対談
第 2部　日本ケアラー連盟代表理事の堀越氏による基調講演
第 3部　 スクールソーシャルワーカー、ヤングケアラーの居

場所事業、兵庫県ヤングケアラー・若者ケアラー相
談窓口の取り組みについての実践報告

　ソーシャルワーカーが当事者の声に耳を傾け、それぞれの
専門職の連携や居場所の重要性を理解し、相互につながるこ
との重要性を認識する機会となりました。

　関本先生から剛先生の生きざまと覚悟、そしてた
くさんの贈り物を残されて立派に生ききられたお話
をしていただき、素直に驚きとすばらしい生き方で
あると共感させていただくことができました。
　また、ご家族として緩和ケア医として、剛先生を
支えてこられた関本先生から、生前の様々なエピ
ソードを話していただき、私たちも剛先生とともに
この 2年間をご一緒に過ごせたような感覚になりま
した。
　最後まで医師として患者様に尽くされた姿に私たちへ伝えられたメッセージが込められていま
した。

　2020年11月に関本剛先生による「がんになった緩和ケア医が語
る、残る 2年の生き方、考え方」をテーマに、ご自身の体験とと
もに緩和ケア医としての生き方、考え方を講演いただきました。
　関本剛先生はご家族に見守られて2022年 4 月にご逝去されまし
たが、関本剛先生が残された軌跡について、母親として、緩和ケ
ア医として、関本雅子先生から講演をいただきました。

【研修概要】

開 催 日 2022年11月24日　　　　　参加人数　　100名
講　　師 関本雅子氏
開催方法 Zoomによるオンライン及び会場（兵庫県福祉センター）

報告
報告者：地域移行支援委員会　岡本　和久

関本 剛先生が残されたもの、伝えたかったこと

【所感等】
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報告 2022年度社会福祉士実習指導者講習会

報告者：実習教育支援委員会　岸　剛健

　近畿圏内各地より多くの方々に参加していただき今年も100名を超える実習指導者が誕生しまし
た。Zoomを使用した 1日目と集合形式での開催の 2日目でしたが、受講者の皆さんには実習指導
概論、実習マネジメント論、実習プログラミング論、実習スーパービジョン論の 4科目を 2日間
でしっかりと学んでいただきました。
　相談援助演習の指導者になるためには、本講習会の受講が必須です。本講習会は「実習指導者
の要件を満たす講習会」として厚生労働省に届け出られたものです。

（実習教育支援委員会よりお知らせ）
実習教育支援委員会メンバー募集中です。実習教育に携わっておられる方、これから携わる方、
実習受け入れに興味のある方々など、皆様のご参加をお待ちしております。

「実習教育支援委員会よりアンケートのお願い」
ソーシャルワーク機能を発揮できる社会福祉士を養成することを目指し、2019年 6 月28日に、厚
生労働省より「社会福祉士養成課程における教育内容等の見直しについて」が公表され、2020年
に関係法令・通知が発出されました。その内容を踏まえ、2021年度より新たな社会福祉士養成課
程に基づく養成教育が開始されています。会員の皆さんの所属されている施設や機関等でもソー
シャルワーク実習の受け入れをされておられると思います。新たな養成教育のもと行われたソー
シャルワーク実習について皆さんの体験や感想、ご意見などをお聞かせください。

アンケートは以下のURLもしくは右のQRコードより
ご協力ください。
https://forms.gle/gQaatQL4aYxZSYeu8

【研修・イベント概要】

開 催 日　　2022年11月26日、27日、12月18日　　　　　参加人数　　104名
実施場所　　Zoom、兵庫県福祉センター
講　　師　　川島惠美氏、山形国則氏、西野佳名子氏、山北治彦氏、津田克己氏
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報告

開 催 日 2022年12月 4 日　　　　　参加人数　　14名
会　　場 兵庫県福祉センター　202会議室
講　　師 薄木公平氏（兵庫県社会福祉士会）

第 1部　実践研究発表・実践報告
　　「サービス担当者会議の基本的意義について
　　　～居宅介護支援事業所における多職種からの検討結果～」
　　　　　杉田貴行氏（まるもとケアプランセンター　ケアマネジャー）
　　「はまなすの会の活動について～医療と介護について『話せて学べて仲良く助け合う』」
　　　　　清水敦子（西はりまブロック）
第 2部　グループワーク
　　SDGsカードを使って、日頃のモヤモヤをフリートーク
第 3部　シンポジウム
　　「なぜソーシャルワーカーは研究するのか」
　　　司会：森保純子（調査研究委員会）
　　　対談：薄木公平（兵庫県社会福祉士会理事）
　　　竹森美穂（調査研究委員会委員長）

【研修・イベント概要】

実践研究発表会・実践報告会　～大人の自由研究～

報告者：調査研究委員会　清水　敦子
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神戸ブロック（ブロック長　中尾　美隆）
ロックインフォメーション　①ブ

　明けましておめでとうございます。皆さんいかがお過ごしでしょうか。
　神戸ブロックでは昨年も新型コロナウイルス感染防止対策のためオンライン中心のミニ勉強会・
交流会を開催してまいりました。皆さんのご協力とご理解、そしてご参加に感謝しています。
　今年こそは、皆さんと直接お会いし、様々な活動を進めることができますよう祈っています。
　
　さて、神戸ブロックの活動と今後の予定などをお知らせいたします。
　
【活動報告】
　2022年10月22日　13：00～14：30　ミニ勉強会＆交流会
　テーマ：『スクールソーシャルワーカーの取り組み～分野をこえて支え合う地域を目指して～』
　講　師：兵庫県社会福祉士会理事・こども家庭支援委員会委員長　福井良江氏
　参加者：27名

【活動予定】
　2023年 3 月 5 日（日）10：00～　ミニ勉強会＆交流会　※詳細は39ページのチラシにてご確認く
ださい。

【お知らせ】
●　Facebook（フェイスブック）しています。検索：兵庫県社会福祉士会神戸ブロックまで。
●　神戸ブロックのメーリングリストへのメールアドレスは下記の通りです。
　　kobe.block.fukushishikai@gmail.com　

【所感等】

　自分自身の実践を 5分にまとめて発表することで、「今携っている活動を知ってもらいたい、広
げたい」という思いだけでなく、実際にどんな効果をもたらしているかという点で、自分自身の
活動を振り返ることができました。また、今抱えている問題や目指す目標も明確になりました。
会員の皆さん、日頃のモヤモヤしたことや、「こんな実践をしている」ということを、言語化して
伝えてみませんか。

【印象に残ったキーワード】

・実践を言語化してみよう
・自分の研究は 1番だと思うこと
・教育は連鎖する。研究も連鎖する
・日々の実践の中で研究的視点を持つ～ソーシャルワーカーの視点で、社会を変革すべき点はないか～
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阪神ブロック（ブロック長　中原　克子）
ロックインフォメーション　②ブ

　当ブロックでは 2か月に 1回の役員会や、学習会、自主ゼミなどを開催しています。
　今後も新型コロナウイルス感染症拡大の影響をみながら、オンラインを積極的に活用し、会員
交流や地域部会の活動など、ブロック活動を継続していきます。

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
〇10月29日猪名川部会：猪名川散策　　参加者10名
　当ブロックでは社会福祉士の交流イベントを、集い
場と称して継続的に開催しています。
　コロナ禍の昨今、屋内で対面する集い場は難しい状況
ですが、屋外で感染対策をした上であればと、参加者の
皆さんにマスクを使用いただき、昨年の秋にはハイキン
グ企画を晴天のもと、開催することができました。
　久々に対面で会員・非会員問わず交流や情報交換が
でき、のんびりと足並みを揃えて日々の忙しさから一
息つける、貴重な機会となりました。
　地域として北摂里山街道がまたがるエリアでもあり、今後も継続して開催していきたいと考
えていますので、その際は是非ご参加ください。

〇10月14日より第 2・ 4金曜日に国家試験対策委員会、神戸・西はりま・淡路ブロックとの共
同開催による自主ゼミ開催中。
10月14日：福祉行財政と福祉計画　　参加者 8名
10月28日：高齢者福祉、人体と機能　参加者11名
11月11日：社会理論　　　　　　　　参加者 8名
11月25日：権利擁護　　　　　　　　参加者11名

【活動予定】（日程はいずれも2023年）
〇阪神ブロック新年会・オンライン（ 1月21日）阪神ブロック以外の方もぜひご参加ください。
〇クリニカルアート研修・オンライン（ 2月25日）
〇ナイトカフェ・オンライン（ 2月11日・ 3月 4日）原則第 2土曜日夜に定期的に開催　
毎回、様々なテーマを話題提供いただき、ソーシャルワーカーの視点から意見・情報交換を行っ
ています。
メール等にてご案内いたします。お楽しみに！！
〇兵庫社会福祉セミナー in阪神を 2月 4日（土）に開催予定でしたが、 5月28日（日）へ延期さ
せていただきます。

【阪神ブロックのメーリングリスト登録のお願い】
〇阪神ブロックの方で、当ブロックのメーリングリスト登録をしていないかたは、担当者宛に
メールを送信し、アドレス登録をお願いいたします。

　　　阪神ブロック問い合わせ・メーリングリスト申し込み先
　　　kazuhisa_okamoto@offi  ce.city.kobe.lg.jp
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東播ブロック（ブロック理事　岩西　太一）
ロックインフォメーション　③ブ

【活動報告】
東播地区ブロック理事会
開催日時　2022年 9 月12日、11月14日
（ 1） 8月18日　集い場　反省点を協議
（ 2）自主企画研修について
　　①開催日の検討→仮決定　2023年 3 月12日（日）
　　②開催方法（対面、オンライン）の検討
　　③やりたいテーマの検討

第 4回集い場　12月15日　19：00～20：00　Zoom開催
「ICT・BCPの実は」　―ICT導入のメリット・デメリットやBCPの必要性―

【活動予定】
東播ブロック理事のメンバーや東播地区で活躍する方が得意とするテーマに分けて開催予定。

第 5回集い場　2023年 2 月16日（木）　19：00～20：00　Zoom開催
「成年後見の実は」　―それぞれの立場で語る成年後見を取り巻く環境―

西はりまブロック（ブロック長　岸　剛健）
ロックインフォメーション　④ブ

西はりまブロック研修会①
　　　　　「嚥下リハ×栄養×you」 
講師： 内橋　恵氏 関西セラピスト交流会 副代表　脳卒中リハ看護認定看護師
  サルコペニア・フレイル指導士
 橋本　賢氏 神戸医療未来大学 人間社会学部 教授  
 高嶋典子氏 大阪夕陽丘学園短期大学 食物栄養学科 准教授 
  滋賀県立総合病院管理栄養士 
  （2022年11月 6 日　姫路市市民会館で対面とZoom開催）　23名参加
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丹波ブロック（ブロック理事　内藤　篤志）
ロックインフォメーション　⑤ブ

但馬ブロック（ブロック理事　下中　智晃）
ロックインフォメーション　⑥ブ

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
役員会（Zoom）
・ 4月 7日（ブロック総会準備・進行確認）
・ 6月16日（新入会員向けブロック研修の企画・講師選定）
・ 9月13日（ブロック研修の企画・講師選定）
・11月（ブロック研修の開催準備）

ブロック総会（Zoom）
・ 5月28日

ブロック研修会（Zoom）
・ 7月23日　テーマ「社会福祉士の働きっぷり（実践発表）」
講師：介護事業所経営者、行政職員

交流会（Zoom）
・ 5月28日
・ 7月23日

【活動予定】
ブロック研修会（Zoom）
・2023年 1 月　テーマ「社会保険制度（障害年金、傷病手当金）」講師：社会保険労務士

交流会（Zoom）
・2023年 1 月

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
〇 4月16日　20時～　役員会
　R 4年度事業の進め方について等

〇 5月 6日　20時～　役員会
　但馬福祉 4団体での連携事業実施に向けての協議等

〇 5月30日　19時30分～　役員会（但馬福祉 4団体役員顔合わせ会も含む）
　研修実施要領の検討について等

〇 6月25日　19時30分～　ブロック総会
　　　　　　　　　20時　但馬福祉 4団体意見交換会
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淡路ブロック（ブロック長　古家　英敬）
ロックインフォメーション　⑦ブ

【活動報告】
役員会
6月18日　Zoom　
2022年度のブロック活動について協議
・つながりを強化する
目的：ブロック活動を身近な存在に感じてもらう。活動に参加しやすい環境づくりを目指す。
方法：会員グループLINEを作り、参加登録を周知する→様々な情報交換の場とする。

Zoom飲み会を企画する。それらを通して日頃から繋がっているという環境を作る。
・研修について
内容：新型コロナの影響を受けて今、思うことや感じること、今後どのように向き合った

り付き合ったりしていくかを、参加者でシェアできるような研修とする。

7月15日　Zoom　
　①洲本市地域ケア会議（医療介護連携部会）からの質問について協議
　②病院から退院するうえでの社会資源について意見
　③理事会報告

9月 9日　 Zoom　
　①理事会報告
　②自主ゼミへのスタッフとしての協力について
　③淡路ブロック会員グループLINE開設後について
　　　・運営にあたっての注意事項を作成する　
　　　・ソーシャルワーカーとしての必要な情報共有の場としても活用する（研修の案内など）

・10月29日　Zoom飲み会（年に数回予定）
・月 1回程度の役員会
・今年度中に、上記内容の研修を開催

〇 6月30日　19時30分～　役員会
　 6月25日　実施の意見交換会の振り返り
〇 7月18日　20時～　役員会（但馬福祉 4団体役員含む）
　但馬福祉 4団体研修会実施に向けての協議　等
〇 9月11日　19時30分～　但馬福祉 4団体意見交換会
　オンライン研修「ヤングケアラーについて学ぼう」　講師：岡本和久氏
〇12月下旬～2023年 1 月　ブロック会員意見交換会　
　新入会員との関係づくりとブロック活動に対する要望等を話し合う
〇2023年 3 月21日　川村隆彦氏研修会
　『（仮）支援者が成長するための〇の原則』
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
5月12日、6月23日、7月30日、8月15日、9月
19日、10月9日、11月5日
12月4日　開催の実践研究発表会・実践報告

会について協議しました。

【研修開催実績】
12月4日　実践研究報告会・実践発表会

調査研究委員会
委 員 会 ➋

だ よ り 委員長　竹 森 美 穂

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
10月15日　18：30～20：00　出席者 6名
11月19日　18：30～

◇福祉専門ゼミナール「こうのとりゼミ」
2022年度後期（Zoom）
共通テーマ【社会的養護の現状】
第 1回11月11日　19：00～20：30
「社会的養護における心理支援の実際～児
童自立支援施設での取り組みを中心に～」

樋口純一郎氏
第 2回12月 9 日　19：00～20：30
「社会的養育推進計画における児童養護施
設の現状と課題～こどもの権利擁護とソー
シャルワークの視点から～」副島和明氏
◇マインドフルネス実践講座（全4回・Zoom）
6月15日　19：00～20：30　受講者23名
6 月22日　19：00～20：30　受講者25名

6 月29日　19：00～20：30　受講者22名
7 月 6 日　19：00～20：30　受講者23名

◇マインドフルネス基礎講座（全6回・Zoom）
11月11日　19：00～20：30　

第 1回スタート

◇会員交流「納涼会」（Zoom）
8月27日　18：00～20：00　参加者20名

【活動予定】
◇福祉専門ゼミナール「こうのとりゼミ」
2022年度後期（Zoom）
共通テーマ【社会的養護の現状】
第 3回2023年 1 月13日（金）19：00～20：30
「ファミリーホームを身近に感じて頂きたく、
ライブ中継します～なかのこの里より～」

中野秀彦氏

研修委員会
委 員 会 ❶

だ よ り 委員長　北 山 涼 一
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
・第 1回： 6月 4日
委員長交代について、こうのとり通信の原
稿内容について、広報誌Pocketのデザイ
ン見積依頼について
・第 2回： 8月 7日
Pocketデザイン委託業者選定、Pocket発

行方針・記事内容について
・第 3回： 9月 3日
こうのとり通信校正、Pocket記事内容につ
いて、ホームページの充実について、SNS
ガイドラインについて、公用車愛称選定
・第 4回：11月24日
Pocket記事内容について

広報委員会
委 員 会 ❹

だ よ り 委員長　中 山 貴 之

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
・合格祝賀会（ 4月24日　オンライン開催、
2021年度合格者 3名）
・受験対策講座
　　① 8月14日（会場21名・オンライン16名）
　　② 8月28日（会場20名、オンライン16名）
　　③ 9月 4日（会場19名、オンライン15名）
　　④ 9月11日（会場16名、オンライン19名）
　　⑤ 9月25日（会場17名、オンライン17名）
・全国統一模試　10月 2 日

（会場61名、在宅14名）

定例会： 4 月24日、 5月22日、 6月 5日、　
7月16日、 8月 6日、 9月 4日、　
10月16日

第 1回講師会議： 6月 5日

【活動予定】
・講師・チューター派遣
　①自主ゼミ（ブロック主催）、
　　神戸女子大学
　　（2022年12月～2023年 1月・18科目）、
　　関西学院大学
　　（2022年12月～2023年 1月・ 5科目）
・直前対策講座
　（2023年 1月8日、9日
　　　　　　　オンライン開催：8科目）
・試験当日激励、試験解答速報作成
　（2023年 2月5日）
・定例会（毎月）

国家試験対策委員会
委 員 会 ❸

だ よ り 委員長　樹 下 和 幸
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
6 月11日 「福祉何でも相談」 0件
7月 9日 「福祉何でも相談」 1件　
 ・定例会（参加者 7人）
8月13日 「福祉何でも相談」 0件
9月10日 「福祉何でも相談」 0件　
 ・ 定例会（参加者 5人）「ヤング

ケアラー支援活動推進事業」に
ついて

9月17日 定例会見学会

  （参加者 6人、見学者 2人）「ヤン
グケアラー支援活動推進事業」に
ついて

10月 8 日 「福祉何でも相談」 0件
11月12日 「福祉何でも相談」　
 ・ 定例会「ヤングケアラー支援活

動」について
11月12日  神戸市北区「地域ふれあい祭り」

相談員派遣
12月10日　「福祉何でも相談」

相談委員会
委 員 会 ❺

だ よ り 委員長　大 庭 絵 里

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
実施日①： 9月11日　10～12時
実施場所：オンライン開催
参加人数：16名
実施した内容の概要：
委員会30周年記念誌委員会紹介頁について　他
学習会　テーマ
「自分が高齢となり、支援を受ける側に
近づいてきて思うこと」
担当会員の実践報告を元に、意見交換を
行いました。

実施日②：11月13日　10～12時
実施場所：オンライン開催
参加人数：10名
実施した内容の概要：
委員会　

来年度の事業計画について　他
学習会　テーマ 
「自立支援と距離感、スタンスのあり方
を教えてくれたBさん」
（テキスト『相談援助でお悩みのあなた
へ』P93～）を用いて意見交換を行いま
した。
感想や学んだこと：
実践報告とテキストの興味を持った部分
を紹介していただき、みんなでソーシャ
ルワーク理論やアプローチに当てはめな
がら意見交換を行いました。

 
【活動予定】（日程はいずれも2023年）
1 月 8 日（日）、 3月12日（日）
いずれも時間は10～12時　オンラインにて
開催予定。（学習会テーマは未定）

ソーシャルワーク研究委員会
委 員 会 ❻

だ よ り 委員長　真 利 敦 子
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
委員会： 6月19日・8月11日・8月21日
　　　　いずれもZoom
運営委員会： 6月19日・8月11日・8月17日・
　　　　　　9月7日・9月29日（三役会）
　　　　　　いずれもZoom
県委託向上研修：
7月 3日　 障害者虐待A研修　オンデマンド収録
7月 3・5日　 高齢者虐待A研修　オンデマン

ド収録
9月 6日　障害者虐待D研修
9月27日・10月 6 日　障害者虐待Ｂ研修
9月16日　高齢者虐待B研修
9月21日　高齢者虐待D研修
10月18日　高齢者虐待Ｃ研修
10月25日　障害者虐待Ｃ研修
11月15日　障害者虐待C研修
11月18日　高齢者虐待B研修
11月29日　高齢者虐待C研修
12月 6 日　障害者虐待D研修
12月16日　高齢者虐待D研修
講師派遣：
7月 7日　神戸市　　 7月12日　伊丹市

8月18日　加東市
9月28日・10月 6 日　丹波市
専門職チーム派遣：
7月22日　多可町　  　
7 月28日・ 8月25日・10月12日　丹波市
8月16日・ 8月25日・ 9月15日　神戸市
10月18日　西脇市（Zoom）
弁護士会とのワーキング：
6月 6日　契約市町との懇談会及びワーキング
8月 3日・10月12日　通常ワーキング
相談員派遣：
毎月第 1・3・5 　火・木曜日「高齢者・障
害者のための弁護士電話法律相談」

委員会・運営委員会：10月29日　

【活動予定】（日程はいずれも2023年）
1 月19日　障害者虐待研修B

（午前と午後の 2回）
1月25日　障害者虐待C研修
1月26日　障害者虐待D研修　
1月31日　高齢者虐待C研修

【家裁などの候補者の推薦】
　 7月　依頼件数　12件　　応募者数18名
　　　　候補者推薦数　12件　　
　 8月　依頼件数　23件　　応募者数38名
　　　　候補者推薦数　23件　　
　 9月　依頼件数　24件　　応募者数28名
　　　　候補者推薦数　24 件　

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
　・ 6月 8日　 ぱあとなあ全大会Zoom開催

　参加者約180名
　・ 7月23日　 7月運営委員会　出席者26名
　・ 8月27日　 8月運営委員会　出席者27名
　・ 9月24日　 9月運営委員会　出席者30名
　・ 7月15日　家裁本庁連絡会　　

高齢者・障害者虐待対応委員会
委 員 会 ❼

だ よ り 委員長　田 島 啓 子

ぱあとなあ兵庫
委 員 会 ❽

だ よ り 委員長　魚 住 　 剛
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　・10月21日　 家裁本庁連絡会
　出席者：委員長・副委員長

　・10月29日　都道府県ぱあとなあ連絡会
　・成年後見人人材育成研修
　　受講者数57名
　　　 1日目　 8月27日、2日目　 9月14日、
　　　 3日目　10月 9 日、4日目　11月 3 日
　・名簿登録研修　12月11日

【活動予定】
　・2023年 2 月活動報告書システム化について
11月19日　都道府県士会にオンラインに

よる説明会
12月以降　都道府県士会会員を対象とした

説明会（YouTubeライブ配信）
　　2023年 1 月　運用開始

　・未成年後見人養成研修　
　　2023年 1 月28日（土）、29日（日）開催予定

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
□地域包括支援センター職員向け初任者研修
6 月22日　 9：30～16：30

　参加者数：44名　スタッフ：7名
⇒研修打合せ（Zoom）：
6月15日　19：00～参加 7名

□（兵庫県委託）困難事例対応力向上研修（A日程）
⇒【共通研修】 7 月27日　10：00～16：40
　　　　　　参加者数：42名　スタッフ：8名
⇒【演 習 ①】8月23日　13：20～16：40
　　　　　　参加者数：49名　スタッフ：5名
⇒【管理者向け】9月15日　13：20～16：40
　　　　　　参加者数：24名　スタッフ：5名
⇒【演 習 ②】10月13日　13：20～16：40
　　　　　　参加者数：38名　スタッフ：6名

□困難事例対応力向上研修打ち合わせ（Zoom）
⇒【共通研修】 5 月31日　19：30～参加 7名、
 7 月 5 日　19：30～参加 8名
⇒【演 習 ①】 6 月27日　19：00～参加 7名、
 8 月17日　19：30～参加 7名
⇒【管理者向け】 8 月15日　19：30～参加 9名

⇒【演 習 ②】 6 月 4 日　19：30～参加 7名、
 7 月11日　19：30～参加 7名、
 8 月 3 日　19：30～参加 6名、
 10月 1 日　19：30～参加 7名

□定例委員会：7月10日
　13：00～16：00　ハイブリッド型
参加者数： 8名（会場 4名、Zoom 4 名）
　　　＋見学： 2名（会場 1名、Zoom 1 名）

□定例委員会：11月6日
　13：00～　ハイブリッド型 

□困難事例対応力向上研修（B日程）
⇒【共通研修】11月16日　10：00～16：30
⇒【演 習 ①】12月14日　13：20～16：40
2023年
⇒【管理者向け】 1月17日（火）13：20～16：40
⇒【演 習 ②】 2月21日（火）13：20～16：40

困難事例対応力向上研修B日程の開催に向け
てZoomによる打ち合わせ会議を開催予定

地域包括支援センター支援委員会
委 員 会 ❾

だ よ り 委員長　山 内 賢 治
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
・ 6月18日　10：00～12：00　参加者：10名
　オンライン実施
・ 7月16日　10：00～12：00　参加者：8名
　オンライン実施
・ 8月 6日　10：00～12：00　参加者：11名
　オンライン実施
・ 9月 3日　10：00～12：00　参加者：13名
　オンライン実施
・10月 2 日　10：00～12：00　参加者：12名
　オンライン実施
・11月26日　10：00～12：00
　オンライン実施

＊問題解決型ケース会議研修（ 4回連続講座）
初回　 5月29日　13：30～16：30
　　　福祉センターにて会場集合型で実施

26名申込み→全員参加

第 2回　 7月31日　13：30～16：30
　　　　福祉センターにて会場集合型で実施

26名申込み→18名参加
第 3回　 9月17日　13：30～16：30
　　　　兵庫県民会館にて会場集合型で実施

26名申込み→17名参加
第 4回　12月 4 日　13：30～16：30
　　　　福祉センターにて会場集合型で実

施予定
26名申込

＜委員会内勉強会＞
＊児童家庭支援センターとの連絡交流会　
2023年 1 月 7 日午前中　福祉センター会議
室にて実施予定　→調整中

【活動報告】
2022年 9 月21日　参集とZoomにて開催
　　 実習指導者講習会について　スタッフの
役割分担等

　　120名の申込者　 1日目はZoomで開催

近畿ブロック実習担当者会議
第 2回　10月29日　16：00～

11月26日、27日、12月18日　実習指導者講習会

【活動予定】
2023年 1 月から 2月頃　養成校連絡会

こども家庭支援委員会
委 員 会 10

だ よ り 委員長　福 井 良 江

実習教育支援委員会
委 員 会 11

だ よ り 委員長　岸 　 剛 健
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
独立型社会福祉士実践報告会　 7月30日

定例会： 4 月13日、 6月21日、 8月16日、
9月13日、10月18日、
11月 8 日（Zoom）

【活動予定】
独立型社会福祉士倫理学習会
　　「支援チームの連携における関係性」
　　　2023年 2 月11日（土）
　　　13：30～16：30
　　　講師：にしかわ（圭）福祉法務事務所
　　　　　　西川圭一郎氏

独立型社会福祉士支援委員会
委 員 会 12

だ よ り 委員長　乾 な ち 子

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
第 1回委員会　　 4月12日　出席者　 7名

（Zoom参加 1名）
第 2回委員会　　 6月12日　出席者　 7名　
第 3回委員会　　10月 9 日　出席者　 5名

拡大学習会
　発達障がい者の就労支援と実際について
　 8月 7日福祉センターにて　参加者31名

（Zoom参加者20名）

第 4回委員会　　　11月13日　

【活動予定】
拡大学習会
　発達障がい者の就労について（仮題）
　2023年 2 月 5 日（日）

　福祉センターにて14時より

障がい福祉委員会
委 員 会 13

だ よ り 委員長　大塚真由美
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
・ 9 月16日　19時からZoomにて「保護観察
所の活用法」に関してミニ学習会開催。
　 フォレンジックソーシャルワーク研修開催
について、話し合いをもった。
・ 11月18日　19時Zoomにて委員会開催。
　ミニ学習会のタイトル検討中。
→ 弁護士会との福祉専門職の名簿登録に関し

て協議予定。今のところは 5名程度の委員
を登録予定です。
・ 2023年 1 月 8 日　フォレンジック研修開催
　講師：同志社大学心理学部心理学科
　　　　准教授　毛利真弓氏
　 研修タイトル「治療共同体の実践から学ぶ
－心理的アプローチの方策－」

更生支援委員会
委 員 会 14

だ よ り 委員長　佐 藤 寛 士

　当委員会は、地域移行支援をテーマに、退院
支援員への支援会議や学習会を開催しています。
　2020年度より退院支援の課題とともに、神
出病院における虐待事案について弁護士会、
精神保健福祉士協会等 7団体において学習や
意見交換等を進めるとともに、精神科医療等
の現場で職員による虐待が起こっている背景
や問題を考えています。
　委員会は奇数月の第 4木曜日の19時から開
催しています。地域移行支援の経験がある方

やご関心がある方は、ぜひ、ご参加・ご見学
をお待ちしています（委員会への見学は事務
局までご連絡ください）。

【定例委員会】
　奇数月の第 4木曜日（19時～21時）
　次回以降　2023年 1 月26日、 3月23日

※ 新型コロナの感染状況等により、オンライ
ン形式または集合形式となります。

地域移行支援委員会
委 員 会 15

だ よ り 委員長　清 原 幸 代
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【活動報告】（日程はいずれも2022年）
　当委員会は、2011年 3 月の東日本大震災、
2014年 8 月の広島豪雨、2016年 4 月の熊本地
震等を契機に、県内外の自然災害等に対し、
職能団体としてソーシャルワークを生かした
専門的な支援を行うため、災害支援を行える
人材（登録者）の養成に取り組んでいます。
　また、災害支援にかかる本会のBCP（業務
継続計画）の策定や災害マニュアルの策定等
を進めるとともに、今年度はBCPに関する
学習会を 2回開催し、全国に参加を呼び掛け
たところ各100名の参加者がありました。来
年度も定期的な学習会を継続していきます。
　災害時支援および防災支援はこれから重要

なテーマです。ご関心がある方は、ご見学を
お待ちしています。
　学習会① 「BCPと災害・企業（事業体）の
　　　　　　社会的責任」
　　　　　　 8月 2日（オンライン）約100名
　学習会② 「さぁはじめようBCP！
　　　　　　～BCP策定の基礎知識～」
　　　　　　10月 4 日（オンライン）約100名
　
【定例委員会】
　偶数月の第 1火曜日（19時～21時）
　次回以降　2023年 2 月 7 日、 4月 4日
　オンライン形式

災害支援委員会
委 員 会 17

だ よ り 委員長　岡 本 和 久

【活動報告】（日程はいずれも2022年）
〇定例会
・ 6月 5日　Zoom　 8名
　議　題　 9月10日　研修会について
・ 8月 7日　Zoom　 8名
　議　題　各委員現状報告
　　　　　  9 月10日　研修会準備・役割分担

等
・10月 2 日　定例会は中止
〇相談会
・第 1回武庫川相談会
　 5月21日開催　委員会からの参加者 8名

〇定例会　12月 4 日　 10：00～ 対面式にて開
催

　・次年度計画と今年度振り返り

【活動予定】
〇2023年 2 月 4 日（土）午後
　西宮社協ふれぼの見学とお話
　・「地域共生社会と地域生活拠点づくり」

生活困窮者支援委員会
委 員 会 16

だ よ り 委員長　谷 口 智 昭

■■　　2222　　■■



■■　　2323　　■■



委員会責任者名■
Committee person in charge

災害支援委員会

高齢者・障害者虐待対応委員会 田島　啓子

真利　敦子

大庭　絵里

中山　貴之

樹下　和幸

竹森　美穂

北山　涼一

𩵋住　　剛

山内　賢治

岡本　和久

谷口　智昭

清原　幸代

佐藤　寛士

大塚真由美

乾　なち子

岸　　剛健

福井　良江

サービス提供エリア　兵庫県南西部

広  告

委員会活動に興味・関心のある方は、委員会見学申込書をご利用ください。
委員会見学申込書の書式は、本会会員専用ページからダウンロードすることができます。
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sp8c6h89@aurora.ocn.ne.jp
（弁護士、司法書士、社会保険労務士、税理士等と連携して業務を行うこともあります）

。

。
。

これからも初心を忘れず

広  告

広  告
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https://us06web.zoom.us/j/83780907038?pwd=Nnh3ZG1QZnh4VmFBT201OUtXY213QT09 

ID: 837 8090 7038 : 340717  

keikokazu0301@gmail.com
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ZOOM ID 876 7617 0222 540347  
 : 090-1140-1610 
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事務局情報

発　行 ： 一般社団法人 兵庫県社会福祉士会　広報委員会
住　所 ： 〒 651-0062　神戸市中央区坂口通2-1-1　兵庫県福祉センター ５階
電　話 ： 078（265）1330
Ｆａｘ ： 078（265）1340
印　刷 ： 小野高速印刷株式会社

一般社団法人 兵庫県社会福祉士会

こうのとり通信 No.113
2023 New Year

会　員　数
　正会員1,800名（2022年11月末現在）
　みなさんの周りにいる社会福祉士の方に入
会をお誘いください。
　転居、または転職や異動などにより職場が
変わった場合は、住所変更届を必ず事務局へ
提出して下さい。
※ こうのとり通信は、メール便にて発送して
います。郵便局への転居届では転送されま
せんので、本会事務局までご連絡ください。

法人賛助会員
●社会福祉法人くすのき会　播磨園
●社会福祉法人弘陵福祉会　 六甲の館
●株式会社RL
●社会福祉法人丹南厚生会

　　　　事務局連絡先　　　　
【事務局】
　一般社団法人　兵庫県社会福祉士会
　〒651-0062
　　　神戸市中央区坂口通2 - 1 - 1
　　　兵庫県福祉センター5階
　　　電話：078-265-1330
　　　FAX：078-265-1340
【事務局員】
　事務局長　　　西野　佳名子
　事務局次長　　中山　貴之
　事務局員　　　中村　智穂美
　事務局員　　　北野　和香子
　事務局員　　　胡中　智礼
　事務局員　　　笹岡　久美
　事務局員　　　萩原　美千紘
　事務局員　　　小坂　知博
　事務局員　　　加戸　陽子
　事務局員　　　中村　美香
　事務局員　　　畠山　京子
　事務局員　　　一番合戦　桂子
　事務局員　　　真利　敦子
【事務局メールアドレス】
　　　syadanhyogo@hacsw.or.jp
【ぱあとなあ兵庫事務局】
　電話：078-222-8107
　　　partner-jimu@hacsw.or.jp
【研修申込専用メールアドレス】
　　　entry@hacsw.or.jp


